
新城市地域交通自治シンポジウムの開催について（案） 

 

日時：令和９年１月３１日（日）午後１時３０分～ 

場所：新城文化会館小ホール 

 

テーマ 

「地域交通自治が拓く持続可能な地域の未来」 

～おでかけを地域みんなで支えるまちづくり～ 

 

趣旨説明 

人口減少や運転手不足により、これまでの「交通事業者単独で維持する公共交通」が限

界に近づいており、全国でも「地域が主体になる交通政策」への転換が進んでいます。 

新城市では、平成２４年度に自治基本条例を制定、まちづくりの基本理念「市民が主役

のまちづくりを推進し、元気に住み続けられ、世代のリレーができるまちを協働してつく

る」を合言葉に、令和２５年度から地域自治区制度を活用した地域づくりが進んでいます。 

本シンポジウムは、市民・行政・事業者・団体等が連携した活力ある地域社会の実現に

向けて、地域全体で地域の特色に合った持続可能な地域交通を確保し、支えていく新城市

ならではの取り組み「地域交通自治」の考え方を共有し、実践していくその第一歩として

開催するものです。 

 

ねらい 

地域公共交通関係者が住民自治についての理解を深めるとともに、地域協議会をはじめ

とした地域まちづくり団体等関係者が地域づくりにおける地域公共交通の重要性を認識す

ることにより、参加した方々の「地域交通自治」意識の高揚を図ります。 

「地域交通は地域全体で支える自治の基盤である」という考え方を共有し、それぞれの

立場で地域交通を支えるための役割や地域での具体策をイメージし、実践につながる場と

する。 

 

対象：地域協議会委員、住民主体の交通検討組織、おでかけサポーター、住民ドライバー、 

地域づくり・まちづくりに関心のある市民、公共交通事業者、市職員、近隣自治体等  

 

招聘： 名古屋大学大学院環境学研究科 加藤博和教授 

     ・新城市地域公共交通会議副会長 

     ・新城市との地域公共交通等に関する連携協定を締結している大学 

     ・令和７年度新城市市政功労者表彰受章 

    ＮＰＯ法人いわて地域づくり支援センター常務理事 若菜千穂氏 

     ・国土交通省 東北運輸局地域公共交通東北仕事人（アドバイザー） 

     ・総務省 地域力創造アドバイザー 

     ・農水省 新しい農村政策の在り方に関する検討会委員 

     ・岩手県 活力ある小集落実現プロジェクト研究会委員 

報告資料６ 



内容 

 

1.基調講演  

 

2.特別講演  

 

3.パネルディスカッション 

 

4.地域交通自治宣言 

 

【展示ブース】 

パネル展示（ポスターセッション） 


